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立花英裕教授
　
略歴および主要研究業績
履歴書
学
　　
歴
一九六八年四月
　　
東京大学文科Ⅲ類
　
入学
一九七三年三月
　　
東京大学文 部フランス語フランス文学科
　
卒業
一九七六年四月
　　
早稲田大学大学院 学研究科フランス文学専攻博士（前期）
　
課程入学
一九七 年三月
　　
早稲田大学 院 研究科
　
同上課程修了（文学修士）
一九七 年四月
　　
早稲田大学 院文 研究科 文学専攻博士（後期）
　
課程入学
一九八二年三月
　　
早稲田大学 院文学研究科フランス文学専攻
　
同上課程満期退学
一九八五年一〇月
　
フランス政府給費留学生として渡仏（一九八七年九月まで）
　　　　　　　　　
博士研究課程免状
D
iplôm
e d ’É
tudes A
pprofondies （
D
E
A
） （パリ第三大学、フランス文学）取
得
主要職歴
一九七三年四月
　　
丸紅株式会社
　
入社
  大阪本社勤務
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一九七五年三月
　　
丸紅株式会社
　
依願退職
一九七 年四月
　　
東京理科大学理学部二部フランス語非常勤講師（一九八五年九月迄）
一九八二年四月
　　
早稲田大学文学部
　
フランス語非常勤講師（一九八五年九月迄）
一九八八年四月
　　
早稲田大学法 部専任講師
一九九一年四月
　　
早稲田大学法 部助教授
一九九七年四月
　　
早稲田大学法 部教授（現在に至る）
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主要研究業績一覧
〔論文・評論〕1　「 『マルドロールの歌』研究ノート
　　
語りの構造について
　　
」 （ 『フランス文学語学研究』一号一九八二年）
2　「聴覚の詩人、ロートレアモン」 （ 『ヨーロッパ文学研究』二九号、一一一
　
一二三頁、一九八二年）
3　「文学というこの曖昧なる対象」 （ 『
E
L
F
』七号、三三
　
四八頁、一九八五年）
4　《
L
a V
oix de L
autréam
ont, la voix de M
aldoror 》 （ 『
E
L
F
』八号、一二四
　
一三八頁、一九八七年）
5　「コミュニケーション空間におけ 主体の可能性」 （ 『
E
L
F
』一〇号、四
　
三三頁、一九八八年）
6　「認識としての物語言述」 （ 『人文論集』二七号、一五
　
四七頁、一九八九年）
7　「物語言述はコミュニケーションか」 （ 『
E
L
F
』一一号、一七
　
三二頁、一九八九年）
8　「言語のせめぎあう空間、パリ
　
祖国を離れた作家達
　　
ビアンシォッティ、クンデラ、コルタサル…」 （ 『ユリ
イカ』二二巻、一号、
　
二一二
　
二二一頁、一九九〇年）
9　「マリオの世界一日周遊（バルガスリョサ 世界終末戦争』論） ユリイカ』二二巻四号九四
　
一〇七頁、一九
九〇年）10　《
L
e 《
B
eau com
m
e 》, est-il com
paraison?　
M
alédiction ou R
évolution : L
autréam
ont/R
im
baud 》 （
C
olloque 
de C
erisy- L
a-Salle 1989 ）
/P
resses universitaires de V
alenciennes
N
˚ 13, pp.97　
108, 1990.
11　「神の笑いが谺する小説
　　
『ジャックとその主人』 『冗談』 『別れのワルツ』 」 （ 『ユリイカ』二三巻二号、一四〇
　
一四九頁、一九九一年）
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12　「聖霊の場の崩壊
　　
サルトルの『嘔吐』をめぐって
　　
」 （ 『人文論集』二九号、四五
　
五七頁、
　
一九九一年）
13　「サルトル テクストが漂流する」 （ 『いま、サルトル（現代詩手帖特集版） 』 、一七四
　
一八八頁、
　
一九九一年）
 
14　「フランス語の比較表現について
　　
『マルドロールの歌』における比較表現の統計的探査のために
　　
」 （ 『人
文論集』三〇号、二一
　
三四頁、一九九二年）
15　「ジュネ、笑いとレクイエム」 （ 『ユリイカ』二四巻六号 五二
　
六三頁、一九九二年）
16　「映画を使った対話形式の授業について」 （ 『フランス語教育』二一号、三七
　
四八頁、一九九三年六月）
17　《
Â
m
e tim
ide et âm
e hardie dans L
es C
hants de M
aldoror 》, H
um
anitas/ université W
aseda, T
okyo （ 『人文
論集』三二号、九
　
一五頁、一九九四年）
18　「ヨーロッパの受賞報道から」 （特集「ノーベル文学賞受賞
　
大江健三郎」 ） （ 『新潮』九一巻一二号、二二二
　
二
二五頁、一九九四年）19　「フランコとマルクス 間（フアン・ゴイティソロ論） 」 （ 『新潮』九三巻一〇号、一九六
　
一九七頁、一九九六
年）20　「エドゥアール・グリッサンにおける不透明性の概念」 （ 『現代思想』二五巻一号、 一四
　
一一九頁、一九九七
年）21　「 〈現実〉という時間の螺旋階段を昇った者へ
　　
ヴィクトール・セガレン論」 （ 『現代詩手帖』
　
四〇巻八号、七
一
　
七五頁、一九九七年）
22　《
L
autréam
ont est né à P
aris avec et contre M
aldoror 》, C
ahiers L
autréam
ont / D
u L
É
R
O
T
, F
rance, IX
L
 et 
X
L
 pp.37　
45, 1997.
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23　「音・言葉・愛
　　
リービ英雄論」 （ 『中央評論』中央大学四九巻三号、三一
　
三七頁、一九九七年一〇月）
24　《
C
om
m
ent enseigner le français avec des fi
lm
s grand public dans une classe de débutants? 》, D
ialogues et 
C
ultures / F
IP
F
, F
rance, N
˚ 158　
163, 199
25　「クレオールの旅
1　
12」 （ 『ふらんす』七三巻四号
　
七四巻二号一九九八年四月
　
一九九九年二月、白水社）
26　《
L
autréam
ont, écrivain créole? 》, C
ahiers L
autréam
ont / D
u L
É
R
O
T
, F
rance, pp.441　
448, 1998.
27　
H
idehiro T
achibana, 《
T
etsuro K
om
aï,aquaforiste des C
hants de M
aldoror 》 （ 「駒井哲郎、 『マルドロール
の歌』の版画家」 ）
, L
autréam
ont au Japan ou L
es C
hants de M
aldoror et la culture d ’après-guerre （
C
ahiers 
L
autréam
ont
日本特集号）
, F
rance, L
II et L
III, pp.18　
41, 2000.
28　「文学というイルーシオーピエ ・ブルデュー『芸術の規則』をめぐって」 （ 『現代思想』青土社二九巻二号、一一五
　
一二一頁、二〇〇一年）
29　《
L
es C
h
a
n
ts d
e M
a
ld
oror et le m
od
ern
ism
e jap
on
ais ：
au
tou
r d
e D
aig
ak
u
 H
orig
u
ch
i 》, C
a
h
iers 
L
autréam
ont, D
u L
érot, F
rance, L
V
 et L
V
I, pp.215　
226, 2001.
30　「クレオールとネーション
　　
エドゥアール・グリッサンの視点」 （ 『日仏文化』日仏会館六八号二九
　
三九頁、
二〇〇三年）31　《“
U
ne vieille araignée de la grande espèce ” et la narration m
oderne / un essai de lecture post-colonialiste 
des C
hants de M
aldoror. 》, M
aldoror hier et aujourd ’hui / L
autréam
ont : du rom
antism
e à la m
odernité/
C
ahiers L
autréam
ont; D
u L
érot, F
rance, L
X
III et L
X
IV
, pp.329　
344, 2003.
32　「ハイチ現代文学の歴史的背景」 （ 『月光浴
　　
ハイチ短篇集』
 国書刊行会、二九四
　
三六四頁、二〇〇三年）
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33　「サンドマングの白人入植者とアメリカの植民地」 （ 『文化アイデンティティの未来（一橋大学大学院言語社会研究科主催国際シンポジウム「文明の未来」記録集） 』彩流社、一〇九
　
一二〇頁、二〇〇四年）
34　「 『マルドロールの歌』 、ぶれた時針」 （ 『現代詩手帖』四六巻三号、七六
　
八一頁、二〇〇四年）
35　「ケベック
　　
表象とアイデンティティ」 （ 『フランス語教育』日本フランス語教育学会、三二号、一四七
　
一五
七頁、二〇〇四年）36　《
Q
u
elqu
es aspects de la m
odern
ité au
 J
apon
. H
orig
u
ch
i D
aig
ak
u
 et K
obay
ash
i H
ideo 》, L
a M
odern
ité 
française dans l ’A
sie littéraire-C
hine, C
orée, Japon-, P
U
F
, F
rance, pp.259　
280, 2004.
37　「日本人はなぜフランス語を学んできた か？
　
同一性の探求から異他性の体験へ」 （ 『日仏学術交流のルネサン
ス報告論文集
　
二〇〇八年九月二六日
　
二八日』財団法人日仏会館、日仏関連学会、九五
　
一〇一頁、二〇〇九
年）38　《
M
igration,créolisation et postcolonial - le cas d ’É
m
ile O
llivier 》, É
tudes québécoises, revue internationale 
de l ’A
C
E
Q
（
A
ssociation C
oréenne d ’É
tudes Q
uébécoises ）, N
˚ 3, pp. 131　
151, 2009.
39　「 『レザルド川』のガランと 誰か？
 　　
エドゥアール・グリッサンに見るカリブ社会とポストコロニアル」 （ 『思
想』一〇三七号、岩波書店、三五
　
六一頁、二〇一〇年）
40　「テクストの声
　　
クリスチャン・プリジャン論」 （ 『現代詩手帖』七月号、思潮社、四八
　
五〇頁、二〇一一年）
41　「1960年代の学制改革」 （ピエール・ブルデュー 『国家貴族Ⅱ』藤原書店、七六六
　
七七八頁、
　
二〇一二年）
42　「ピエール・ブルデュー『アルジェリアの社会学』をめぐって
　　
1950年代の社会学と反植民地主義」 （ 『青
山総合文化政策学』通巻第五号〔第
4巻、第
2号〕 、一八一
　
一九七頁、二〇一二年）
269 立花英裕教授　略歴および主要研究業績
43　《
D
an
y
 L
aferrière et l ’espace u
rbain 》, É
tu
des qu
ébécoises, revu
e in
tern
ation
ale de l ’A
C
E
Q
（
A
ssociation 
C
oréenne d ’É
tudes Q
uébécoises ）, N
˚6, pp.149　
169, 2012.
44　《
Q
uête d ’un royaum
e chez A
m
é C
ésaire et É
douard G
lissant 》 （ 『人文論集』第五〇号、早稲田大学法学会、一
〇二
　
一一四頁、二〇一二年）
45　「ダニー・ラフェリエールと日本」 （ 『人文論集』第五一号、早稲田大学法学会、五七
　
六八頁、二〇一三年）
46　「世界文学としてのエメ・セゼールを読む（上・下） 」 （ 『現代詩手帖』九月号・一〇月号、一三五
　
一四三頁、一
〇
　
一七頁、二〇一四年）
47　「もはや、日本はオリエンタリズムの世界ではない
　　
世界文学の中のフランス語圏文学、世界文化の中の日本
文化」 （ 『環』五九号、藤原書店、二〇一四年）48　「ダニー・ラフェリエールと世界文学」 （ 『ケベック研究』特別号、八八
　
九八頁、二〇一四年）
49　「助詞ハと日本語統語論をめぐって
　　
モントリオールで出会った日本語論」 （ 『季刊
iichiko 』一二八号、三一
　
四四頁、二〇一五年）50　「ロベール・シャルボノーとフランス・レジスタンス派との論争をめぐって」 （ 『ケベック研究』
　
七号、五〇
　
六
六頁、二〇一五年）51　《
Identité et langage en M
artinique 》, R
evue Japonaise de D
idactique du français, vol.11, no.1　
2, pp.368　
372, 
2016.
52　《
L
e français et la transform
ation de la société japonaise 》, Jean-F
rançois G
raziani et N
oriyuki N
ishiyam
a 
（
coordination ） L
e Japon, acteur de la F
rancophonie- enjeux intérieurs, enjeux extrérieurs, P
aris, É
ditions des 
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archives contem
poraines, pp.5　
13, 2016.
53　「リオネル・グルーと両大戦間のフランス系カナダ・ナショナリズム」 （ 『ケベック研究』八号、二六
　
四三頁、
二〇一六年）54　《
D
an
y
 L
aferrière, m
asqu
e d ’u
n
 rom
an
cier 》, In
tercu
ltu
rel F
ra
n
coph
on
ies, N
˚30; D
a
n
y L
a
ferrière : 
m
ythologie de l ’écrivain, énergie du rom
an, A
lliance F
rançaise de L
ecce, pp.105　
123, 2016.
55　「エメ・セゼールの演劇言語」 （ 『日仏演劇協会会報』第七号、八
　
一〇頁、二〇一七年）
56　「ガストン ミロンとローランティド」 （ 『ケベック研究 九号、八九
　
一〇二頁、二〇一七年）
57　《
A
im
é C
ésaire ou résistance archipélique 》, B
uata B
. M
alela, A
ndrzej R
absztyn et L
inda R
asoam
anana （
dir. ）, 
L
es représentations sociales des îles dans les discours littéraires francophones, P
aris, É
ditions du C
erf, 2018.
〔著書・編著・分担執筆〕1　（分担執筆） 『小学館ロベール大辞典』 （小学館、一九八八年）2　（分担執筆） 『速習フランス語
26フランス語マガジン
B
ook 』 （三修社、一九八九年、一四
　
六五頁）
3　（分担執筆） 「クンデラのプラハ」 、 『プラハ、カフカの生きた街』 （
P
A
R
C
O
出版、一九九三年）
4　（共著） 『メルシー教授のフランス語レッスン』 （三修社、一五二頁、一九九四年）
5　（分担執筆 【項目】 「ベルナール
=
アンリ・レヴィ」 、 『フランス哲学・思想事典』 （弘文堂、六五七頁、一九九
九年）6　（資料・共同執筆）
B
ibliographie com
m
entée des études japonaises parues en périodiques （日本における
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ロートレアモン研究書誌、概要付）
/ L
autréam
ont au Japan ou L
es C
hants de M
aldoror et la culture d ’après-
guerre C
ahier L
autréam
ont　
日本特集号
 L
II et L
III, pp.132　
155, 2000.
7　（編集）
L
aitréam
ont au Japan ou L
es C
hants de M
aldoror et la culture d ’après-guerre  C
ahiers L
autréam
ont　
A
A
P
P
F
ID
, F
rance, L
II et L
III, 157p., 2000.
8　
L
es C
hants de M
aldoror et le m
odernism
e japonais–autour de D
aigaku H
origuchi 》 / C
ahiers L
autréam
ont, 
D
u L
érot, F
rance, L
V
 et L
V
I, 157p., 2000.
9　（編集）
Y
ujiro Ishii, H
idehiro T
achibana　
M
aldoror hier et aujourd ’hui / L
autréam
ont : du rom
antism
e à 
la m
odernité C
ahiers L
autréam
ont D
u L
érot, F
rance, L
X
III et L
X
IV
, 375p., 2003.
10　（共編）立花英裕・星埜守之『月光浴
　
ハイチ短篇集』 （国書刊行会、三六六頁、二〇〇三年）
11　（共監・共著）立花英裕・井上たか子『フランス語で広がる世界』 （駿河台出版、二三四頁、二〇〇四年三月）
12　（分担執筆） 「
30章：問い直されるケベック・アイデンティティ
 ケベックの町を散策しながら」／小畑精和・竹
中豊編『ケベックを知るための
54章』 （明石書店、二一二
　
二一八頁、二〇〇九年）
　
13　（分担執筆
） 「
32章：多様化する文化シーン
  フランコフォニーとケベック」／小畑精和・竹中豊編『ケベックを
知るための
54章』 （明石書店、二二四
　
二二八頁、二〇〇九年）
　
 
14　（分担執筆） 「知識人の問題系
20世紀的空間から
21世紀的空間へ」／石崎晴己・立花英裕編『
21世紀の知識人』
（藤原書店、三〇〇
　
三一八頁、二〇〇九年）
15　（分担執筆） 「第
18章クレオール
　
奴隷制プランテーションが残したもの」／三浦信孝・西山教行編著『現代フラ
ンス社会を知るための
62章』 （明石書店一一一
　
一一六頁、二〇一〇年）
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16　（共編・共著）立花英裕・橘木芳徳・飯田年穂・北山研二・山崎吉朗・中野茂『いかに
21世紀の複言語能力を育
てるか
　　
中等教育における外国語（仏・独・中・韓・日）国際シンポジウム「東アジアの中等教育におけるフラ
ンス語」報告書』 （朝日出版社、二〇一〇年）17　（共編・共著）立花英裕・日仏経済交流会編『フランス人の流儀――日本人ビジネスパーソンが見てきた人と文化』 （大修館、二四七頁、二〇一二年）
18　（分担執筆）概観
　
現代ケベックの出発点になった「静かな革命」
　　
その言語と文学／日本ケベック学会日ケ
交流
40周年記念事業編集委員会『遠くて近いケベック
　　
日ケ
40年の対話とその未来
　　
』 （お茶の水書房、七八
　
九〇頁、二〇一三年）〔翻訳〕
1　（分担訳） 『フランス詩大系』 （担当詩人：ジャン＝ジョゼフ・ヴァデ、ポンス＝ドゥニ・エクシャール＝ルブラン、マルフィラートル、レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ、ジャック・ドリール、ロートレアモン、ポール＝ジャン・トーレ ポール・クローデル、アンドレ ジッド レーモン・ルーセル、アラン・ボスケ、ガストン・ミロン、カテブ・ヤシン、モハメッド・カイール＝エディヌ、パオル・ケネッグ、 リスティアン・プリジャン（青土社、八四〇頁、一九八九年四月）
2　
ルネ・セカッティ「パスポートを持たない作家達」 （ 『ユリイカ』二二巻一号、一九六
　
一九九頁、一九九〇年
 
一月）3　
エクトー ・ビアンショッティ「ネッカル河の小舟」 （ 『ユリイカ』二二巻一号、二〇〇
　
二一一頁、一 九〇年
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一月）4　（共訳）フリオ・コルタサル『海に投げこまれた瓶』 （白水社、一九六頁、一九九〇年一月〔スペイン語〕 ）
5　
マルスラン・プレネ「マルスラン・プレネ詩抄」 （ 『現代詩手帖』六号、一九八
　
二〇三頁、一九九〇年六月）
6　（分担翻訳）ベルナール ピヴォ編『理想の図書館』 （三、四、一九章 パピルス 七一三頁、 九九〇年）
7　
アラン・ビュイジヌ「アントワーヌ・ロカンタンの眠りと目覚め」 （ 『いま、サルトル（現代詩手帖特集版） 』 、三
〇二
　
三二五頁、一九九一年）
8　
パトリック・シャモワゾ『去年の少年時代』 （部分訳） （ 『早稲田文学』一九九三年一月）
9　
ペタル・グベリナ「全体構造視聴覚方式（サンクルー ザグレブ方式）の理論的基礎
　　
パロールの言語学
　　
」
（上智大学聴覚言語障害センター『言語聴覚シリーズ』二〇号、三
　
三〇頁、一九九三年）
10　
ミシェル・ビュ ール「ドニーズのために」 （ 『ユリイカ』二六巻一号、一一八
　
一二二頁、一九九四年）
11　
エドゥアー グリッサン クレオールの詩学 〈関係〉の詩学』抄訳） （ 『早稲田文学』二三〇号、五八
　
六
五頁、一九九五年）12　
ルネ・ド・セカッティ「岬をまわる」 （ 『新潮』九三巻九号、三一一
　
三一一頁、一九九六年）
13　
ベルナール＝アンリ・レヴィ『危険な純粋さ』 （紀伊國屋書店、一九九六年） 〔単行本〕
14　
ルネ・ド・セカッティ「遠藤の曖昧さをフランスで語るには（遠藤周作論） 」 『新潮 九三巻一二号、二〇四
　
二〇七頁、一九九六年）15　「アイデンティティと文化」 （ 『現代思想』二五巻一号、四〇
　
五二頁、一九九七年）
16　
Ｈ．ビアンショッティ「創作と音楽」 （ 『新潮』九四巻四号、一七〇
　
一七一頁、一九九七年）
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17　
ベルナール＝アンリ
･
レヴィ「アルジェリア〈死の三角地帯〉を行く」 （ 『世界』岩波書店、六五〇号、二三六
　
二四八頁、一九九八年六月）18　
エベルト・ベニテス ペソラノ『定めがたい国境へ』 （ 『新潮』九六巻五号、二一二
　
二一三頁、一九九九年八月
〔スペイン語〕 ）19　
ピエール・ブ デュー「社会学と言語学」 （ 『ピエール・ブルデュー
　
1930　
2002 』藤原書店
　
一五九
　
一七六
頁、二〇〇二年）20　
リオネル・トルイヨ「島の狂人の言」 （ 『月光浴
　　
ハイチ短篇集』国書刊行会、一二九
　
一六九頁、二〇〇三
年）21　
モンショアシ「物言う言葉」 （ 『現代詩手帖』四七巻八号、一四〇
　
一四四頁、二〇〇四年八月）
22　（監修）ジャン＝ブノア・ナドー＆バーロウ『フランス語のはなし：もう一つの国際共通語』 （立花英裕監修、中尾ゆかり訳、大修館書店、二〇〇八年） 〔単行本〕
23　
ダニー・ラフェリエール『ハイチ震災日記』 （藤原書店、二〇一一年） 〔単行本〕
24　
エメ・セゼール『ニグロとして生きる』 （立花英裕 中村隆之共訳、法政大学出版局、二〇一一年） 〔単行本〕
25　
ピエール ブルデュー『国家貴族Ⅰ＆Ⅱ』 （藤原書店、二〇一二年） 〔単行本〕
26　
ダニー・ラフェリエ 疲れないでセックスする方法』 （藤原書店、二〇一二年） 〔単行本〕
27　
ダニー・ラフェリエー 『吾輩は日本作家である 四
28　
ダニー・ラフェリ ール『 ロシマ』 （藤原書店、二〇一八年） 〔単行本〕
29　
ルネ・ドゥペストル『ハイチ女へのハレルヤ』 （立花英裕・後 美和子・中野茂共訳、水声社
　
二〇一八年） 〔単
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行本〕30　『ケベック詩選集
　　
北アメリカのフランス語詩』 （立花英裕・真田桂子・後藤美和子・佐々木菜緒共訳、彩流
社、二〇一九年三月刊行予定） 〔単行本〕〔その他〕1　（インタヴュー） 《
A
près la guerre le cauchem
ar a continué 》, P
arisien libéré, F
rance　
一九九五年八月一〇日
号、六
　
六頁、一九九五年八月
2　（シンポジウム記録）立花英裕・西谷修・福田育弘「シンポジウム・ポストコロニアルの文学
　　
クレオールと
マグレブ」 （ 『早稲田文学』早稲田大学文学部、二二巻六号、一五
　
三三頁、一九九七年一一月）
3　（随筆） 「フランス語圏 旅」 （ 『ＮＨＫテレビフランス語会話』日本放送出版協会、二〇〇一年四月
　
二〇〇三年
 
三月）4　（口絵解説） 「フラ ス語圏めぐり」 （ ＮＨＫテレビフランス語会話』日本放送出版協会、毎号一頁、二〇〇三年
 
四月
　
二〇〇四年三月）
　
5　（解説） 「ハイチ現代作家解説」 （エミール・オリビエ、アントニー・フェルプス、エドウィージ・ダンティカ、エルシー・スュレナ、リオネル・トルイヨ、ジャン・クロード・フィニョレ、ケトリ・マルス、ヤニック・ラエンズ、フランケチエンヌ） （ 『月光浴
　
ハイチ短篇集』国書刊行会、各一ページ＝計九ページ、二〇〇三年）
6　（インタヴュー取材文） 「写真と空間移動」 （写真家畠山直哉） （ 『フランス語で広がる世界』駿河台出版、一三二　一三三頁、二〇〇四年）
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7　（インタヴュー取材文） 「ノーベル平和賞授賞式への旅
　　
国境なき医師団日本会長・寺田朗子氏」
　（ 『フランス
語で広がる世界』駿河台出版、一三〇
　
一三一頁、二〇〇四年三月）
8　（討議） 「来るべき読者への呼びかけ」 （小林康夫・石井洋二郎・守中高明・立花英裕「特集
　
ロートレアモン」
『現代詩手帖』三号、一〇
　
二七頁、二〇〇四年三月）
9　（討議） 「知識人に未来はあるか」 （石崎晴己・立花英裕編『
21世紀の知識人』藤原書店、三一九
　
三四九頁、二
〇〇九年）10　（シンポジウム報告） 「ラ シテの行方
　　
国民国家と
21世紀の帝国的空間」 （ 『ケベック研究』二号、七九
　
八五
頁、二〇一 年）11　（シンポジウム報告） 「世界文学から見た〈静 な革命〉 」 （ 『ケベック研究』一〇号、七〇
　
八四頁、二〇一八年）
〔学会・学術活動〕1　二〇〇三年度
　
二〇〇八年度：日本フランス語教育学会会長
2　
二〇一六年一〇月
　
現在に至る：日本ケベック学会会長
〔賞罰〕1　二〇〇一年：フランス教育功労賞〔フランス政府〕
2　
二〇〇九年：アメリカ地域フランコフォン功労賞〔カナダ・ケベック州政府〕
